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「三田学会雑誌」1 0 1巻 3 号 （2 0 0 8年 1 0 月）

河田幸視著

『自然資源管理の経済学』 

大学教育出版，2007年，2 1 4頁

本書は環境経済学の分野で活躍している若手研 

究者が，これまでの研究成果をまとめたものであ 

る。環境評価および自然資源管理に関する5 本の 

既出論文の改訂版と，新たに書き下ろされた序章， 

第 1 章，終章からなる。著者は，その後書きで， 

わが国の自然資源管理には経済学的観点が欠けて 

いることを指摘している。この経済学的観点をど 

のように導入するかを示そうとするものが，まさ 

に本書であると言うことができる。対象とする自 

然資源は，湿原，漁業資源，野生生物資源と幅広 

く，それが本書の特徴の一つをなしている。また， 

わが国で現在生じている具体的な問題を扱ってお 

り，非常に実践性に富む内容となっていることも 

本書の特徴である。以下では，まず，その内容を 

簡単に要約し，それから評者の感想やコメントを 

述べることとしたい。

1. 本書の内容

序章では，本書の課題を明らかにするとともに， 

続く各章の鳥瞰図を与えている。自然資源管理に 

関わる経済分析やその手法については，すでに海 

外に多くの研究蓄積がある。著者によれば，それ 

らをわが国に適用するにあたって，モデルのパラ 

メータを変更すれば事足りるわけではなく，わが 

国特有の現状を踏まえる必要がある。このことを 

強調したうえで，著者は次の3 つの課題を設定し 

ている。第 1 に，安価に実施可能な自然資源の価

値計測手法の開発，第 2 に，自然資源の過剰/過 

少利用が生じる原因を明らかにすること，第 3 に 

経済学的考察を通じて，自然資源の適正な管理方 

策を示すことである。

第 1 章では，第 2 章以下で用いられる諸モデル 

について，その理論的背景や関連事項を整理して 

いる。まず，環境の経済価値評価の諸手法につい 

て紹介し，第 3 章で用いるトラベルコスト法につ 

いて詳述している。次に再生可能資源の管理モデ 

ルを紹介し，資源枯渴が経済学的に最適となる条 

件や内点最適定常状態で成立する1 階の条件（黄 

金律と著者が呼ぶもの）が示される。

第 2 章以下が本書の核心部分である。第 2 章 

では，安価な環境評価手法の開発を目的に，宿泊 

カードをデータに用いたゾーン• トラベルコスト 

法が提案され，具体例として霧多布湿原のレクリ 

エーシヨン価値評価に適用されている。 トラベル 

コスト法では離散選択モデルに基づく個人トラべ 

ルコスト法が研究者の関心を集めている。 しかし， 

データ収集に多大なコストがかかり，またそれゆ 

えデータ収集が制約されることで分析にバイアス 

が生じる恐れがある。このことが著者の研究動機 

となっている。

第 3 章は漁業資源の枯渴問題を扱っている。フ 

グ漁業では， トラフグ，マフグなどの漁獲量が低 

下し，それとともに他のフグ種へ漁獲対象が拡大 

し，それらについても新たな資源枯渴が生じてい 

る。著者は，この収奪的な資源利用の背景にある 

経済的要因を探ろうとする。すなわち，各種の需 

要関数を推定することを通じて，次の結果を得て 

いる。各フグ種は移行先のフグ種と代替関係にあ 

ること，需要の価格弾力性が大きいために，漁獲 

量低下による漁業者の収益低下は大きいことであ 

る。それが代替的なフグ種への漁業対象の移行を 

促進している。

第 4 章では，2 国が共有漁場で2 種類の技術 

をつかって2 種類の資源を採取している状況を考 

察している。2 国の交渉によってパレートフロン 

ティア上で資源採取割当が決まるとし，2 国の定
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常状態での均衡漁獲量を求めている。モデルは， 

韓国と日本によるフグ（成魚と未成魚）の漁獲量割 

当一貿易ゲームに応用されている。著者は，さま 

ざまなデータや文献から，必要なパラメータ値を 

設定し，実際にパレートフロンティアを導出し，次 

の興味深い結果を得ている。すなわち，ナッシュ 

交渉解と比較して8 0 年代の漁獲は過剰であった 

こと，交渉ゲームにおいて交渉決裂（輸出入禁止） 

による損失は韓国が大きいこと，パレート効率的 

な割当のもとでは2 種の漁獲について完全特化は 

生じないことである。

第 5 章は，北海道のエゾシカを念頭に，消費的 

に利用する場合には潜在的に有用な財だが，その 

存在は負の外部性をもつような生物資源の最適利 

用問題が扱われている。エゾシカの肉は有用な財 

だが，現在は個体数が増加しすぎて森林や草地の 

食害問題を引き起こしている。第 4 章と同様に現 

実的なパラメータ値を与えて，シカ肉価格が外生 

的に与えられるケース，独占的供給者によって選 

択可能なケース，そして消費者余剰を最大にする 

ケースについて，最適定常状態での持続的捕獲量 

を計算している。ここでは特に割引率と価格（エ 

ゾシカ1 頭当たり。外生的に与えられる場合）に 

対する持続的捕獲量の比較静学分析が試みられて 

いる。エゾジカ密度を適切な水準に保持するため 

のエゾシカ価格と割引率の組合せが示され，また 

経済学的最適持続収穫と最大持続収穫の関係が論 

じられている。

第 6 章は，被食一捕食関係にある2 種類の生物 

資源の管理問題を扱っている。たとえばスケトウ 

ダラ（被食者）とそれを主食とするアザラシ（捕食 

者）のように，ここでは被食者は収穫物として有用 

な財であり，捕食者は存在することで人々の効用 

を高めるものと仮定されている。また現実の野生 

生物問題を反映した興味深い仮定として，被食者 

の個体数が減ると捕食者は人々に害を与えること 

がモデルに組み込まれている。これは，たとえば 

天然林が失われて人里にクマが出没するといった 

状況である。2 種の個体数の発展を表現するため

に，生態学で有名なロトカーヴオルテラの被食一 

捕食モデルを改良したB u lm e rのモデルが利用さ 

れている。著者の関心は，捕食者が最適定常状態 

で絶滅してしまう可能性やその個体数が極めて低 

い水準となる可能性はあるかにある。この章では， 

具体的な生物資源を想定することなく，仮想的な 

数値を与えて定常解の感度分析を行っている。

終章では，わが国の自然資源管理の課題を論じ 

ている。著者は3 つの課題を挙げている。第 1 に， 

経済学的観点を取り入れた，また周辺諸国との国 

際協力を含む自然資源管理体制構築の必要性，第 

2 に長期的視野に立った管理，経済•社会の短期変 

動に影響されない長期的な安定性が担保された管 

理の必要性，第 3 に科学的管理を可能にするデ一 

タ整備の必要性である。

2. コメント

本書同様，さまざまな天然資源の経済学的管理 

を扱う著作として，ジョン•コンラッドによる学 

部上級生向けのテキスト「資源経済学」（岡敏弘， 

中田実訳，岩波書店，2 0 0 2 )がある。数値解を多 

用して，解やその性質を具体的に示すところなど 

も類似している。同書は，資源経済学の大家が， 

注意深く構成したテキストなので，そのカバーす 

る範囲や用いられる諸手法に関する自己充足性と 

いった点で申し分のないものだが，その代償とし 

て，お行儀が良すぎて，この分野の研究の面白さ 

が読者に伝わりにくい感がある。

それに対して，本書は，荒削りで，もっと説明が 

必要なところや，より注意深い扱いが必要なとこ 

ろがあったりするのだが，研究の楽しさを伝える 

という点では，上記テキストに滕るとも劣らない。 

日本海のフグ類や北海道のエゾシカといった現在 

進行中のわが国の天然資源管理問題が取り上げら 

れていること，そして，そうした問題にいかに経 

済学的にアプローチするかについて，著者自身の 

模索過程が伝わってくることで，本書は，読む者 

がそれらの問題を共有し，ともに考えさせるとい
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うユニークな魅力を具えている。本書の随所に示 

されているように，著者はデータ収集とモデル- 

ビルデイングのために関係者への聞き取り調査を 

頻繁に行っている。このような現実に密着した地 

道な研究過程を学ぶことができる点も，本書のユ 

ニークさであろう。これらの特徴によって，本書 

は特に，環境と資源の経済学に関心があって初め 

てその種の本を読む学部学生や，まだ研究を始め 

て間もない大学院生に対して，自然資源管理への 

関心や研究意欲をかき立てるものとなると思う。

内容に関する批判は，主として，本書で用いら 

れる諸モデルについて，その理論的背景や関連事 

項を整理している第1 章に集中する。

著者は，環境の経済価値評価手法とそのひとつ 

であるトラベルコスト法の解説にあたって，消費 

者理論の補償/非補償消費者余剰の問題にかなり 

のスペースを割いている。しかし以下の章で，そ 

の違いが重要な役割を果たすわけではない。ここ 

でもっと解説されるべきだったのは，著者の研究 

動機につながる，個人トラベルコスト法とゾーン• 

トラベルコスト法の比較整理であったのではない 

だろうか。

費用がかかり調査バイアスの恐れもあると著者 

が指摘する個人トラベルコスト法は，ゾーン• トラ 

ベルコスト法よりも詳細な情報に基づいてレクリ 

エーション • エリアの集計消費者余剰を推定する。 

それがゾーン• トラベルコスト法による推定値よ 

りも，理想的な調査環境ではどれほど正確なのか， 

また現実の調査環境ではどうなのかということが 

論じられる必要があったと思う。なお，この両手 

法の比較という著者の問題意識は，極めて重要な 

ものであり，環境経済学が解明すべきトピックに 

なりうると考えられる。

生物資源管理に関わる章では，いわゆる最適制 

御理論が用いられている。そのほとんどのモデル 

が，制御変数に関してハミルトニアンが線形のケー 

ス，つまり最適制御がバン•バン制御と特異制御 

で構成されるケースである。このとき最適経路は 

その初期条件が属する吸引域の安定最適定常状態

へ最速で到達するものとなる。これらのことは， 

各章のなかで散発的に述べられているが，第 1 章 

で，証明を含んだ文献を明示し，定理として厳密に 

記しておくべきであったと思う。第 4 章以下で， 

線形制御であるにも関わらず制御変数の許容集合 

も明示しないで，いきなり特異制御の1 階の条件 

を示すのは，著者の見識が疑われかねない。また， 

各章のモデルが，最速経路が最適となるための十 

分条件が満たされていることを確認しておくこと 

も必要だったと思う。

今後，著者に研究を進めるにあたって，配慮 • 

考察してもらいたい点を2 つ挙げたい。

第 1 に，生物資源管理問題において，著者は安 

定定常状態での収穫量（経済的最適持続収穫量） 

と収穫物の価格との関係を供給曲線と呼んで，主 

要な分析ツールとしている。確かにそれは（長期） 

供給曲線であるが，静学モデルのように生産者の 

限界費用と対応するものではない。したがって， 

通常の余剰分析をそのまま適用することはできな 

いはずである。供給曲線を規範分析上のツールと 

するには，その社会厚生上の意味とは何か，社会 

厚生を考察するうえでその供給曲線はどのように 

利用できるのかを明らかにする必要がある。

第 2 は複数均衡の可能性である。著者は生物資 

源がストックとしてもつ価値（存在価値や生態系 

サービス提供の価値）を重視する。このことは， 

生物資源モデル（最適制御モデル）が富効果をも 

つものとなることを意味している。富効果を含む 

モデルは複数最適定常状態が生じる可能性がある 

ことが知られている。本書では，著者はその可能 

性を考慮していないように見受けられるが，それ 

によってモデルの含意を誤る恐れがある。すなわ 

ち，他の安定最適定常解を見落としているかもし 

れないし，不安定最適定常解についてその含意を 

引き出そうとしているかもしれない。

ミスリードにつながるという点で類似の問題と 

して，最適制御問題が非凹となるケースにも注意 

が必要である。非凹性は，富効果と同じように複 

数最適定常状態を発生させる場合がある。より深
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刻な問題は，静学モデルから容易に想像できるよ 

うに，非凹モデルでは，内点解の1 階の条件は最 

適性を必ずしも意味しないことである。最近の資 

源経済学では，生態学のモデルを積極的に取り入 

れようとしている。生態学は微分方程式から分析 

が始まるので，1 階の条件を考えないし，このた 

め非凹性を気にすることもない。これに対して， 

経済学では，最適化問題から分析が始まり，導出 

された微分方程式を満たす解のなかで最適なもの 

を選び出して分析する。このため，経済学に生態 

学のモデルを導入する際には，非凹性に起因する 

デリケートな問題に注意を払う必要がある。

最後に，改めて本書のタイトルを示すならば， 

「自然資源管理の経済学」である。本書に収めら 

れた著者の諸研究を通じて，自然資源管理の問題 

にどのように経済学が貢献するかを読者は知るこ 

とができるであろう。それはこの分野の研究につ 

いての貴重な出発点を提供している。一方，より 

広い意味での「自然資源管理の経済学」は，極め 

て広い関連領域をもち，その各領域で難しい問題 

を抱えている。それらの問題のいくつかに触れる 

ことで，この書評を閉じることにしたい。

仮に，自然資源をその収穫物の市場価値のみで 

評価し，単一所有者の資源管理問題に限定すると 

しよう。その管理には，今日どれだけ収穫し，明 

日はどうするのかといった時間を通じた最適化問 

題を考えなければならない。そこには，経済学上 

の問題として，将来の不確実性をどう捉えるか，割 

引率をどのように考えるか，そして持続可能性と 

最適性の関係をどう整理するかといった問題があ 

る。また，自然科学上の問題として，生物種の種 

間関係や非生物を含めた生態学的連関が，考察さ 

れている自然資源ストックにどのような影響を及

ぼしているか，それをどのようにモデル化するか 

という問題がある。さらに数学上の問題として， 

最近の 2 0 年間で非線形ダイナミクスのさまざま 

な複雑な現象が知られるようになっているが，上 

で述べたように，ここでは単に微分方程式を扱う 

だけではなく，最適化問題としての解としてのそ 

れを扱わなければならない。非凹性を含む問題や 

年齢構造を考慮した問題（関数微分方程式を含む 

最適制御問題）などは，数学的にも現代的な話題

である。

さらに生物資源管理では，所有権の問題がある。 

生物資源はしばしば共有されている。短期利潤が 

ゼロになるまで不特定多数の資源利用者が資源を 

収穫するオープン•アクセスのケースは扱いが容 

易である。しかし，固定された特定の関係者によっ 

て利用されているケース，いわゆる微分ゲームで 

記述されるケースは未解明の問題が多々ある。た 

とえば，どのような経路が均衡として選ばれるのか 

について，ごく限られたことしか知られていない。

以上の問題に加えて，著者も強調している生物 

資源が提供する環境サービスをどう考慮するかと 

いう問題がある。環境経済学ではその評価のため 

の諸手法が確立しているが，それらの多くは静学 

モデルに基づくものである。それを資源管理とい 

う動学問題にどのように取り入れていくかを研究 

したものはあまりない。

著者が今後，これらの難問に取り組んで，その 

「自然資源管理の経済学」 を益々発展させられる 

ことを願っている。

赤尾健一

(早稲田大学社会科学部教授）
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